
No.4
有害鳥獣被害防止事業 （既存・維持） 農林課

No.2
観光力向上事業 （既存・維持） 商工観光課

No.3
新規創業促進事業 （既存・維持） 商工観光課

優先順位 事業名 区分 所属名

No.1
企業立地推進事業 （既存・拡大） 商工観光課

部局長名 岡本　博文

令和 4 年度 部局目標事業シート

部局名 市民環境部産業振興局



R 4

4

32,895,000一般財源

国県支出金

32,895,000

0

   事業費（自動計算）

特定財源（自動計算）

期待できる効果
（展望）

・市内企業の事業拡張や市外企業の本市への立地による、継続的な税収増。
・新たな事業所の増加による市内雇用の拡大。
・市内就業率の増加による、市内消費の拡充と地域経済の循環。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

一般会計

（会計名）

年度R

予算額

経費
内容

地方債

その他

・負担金補助及び交付金
〈エイ・アンドエス・システム(株)〉
操業支援事業　1,073千円
〈(株)小山製作所〉
操業支援補助金　1,244千円
〈コシオカ産業(株)〉
雇用促進補助金　2,500千円（500千円✕5）　操業支援補助金　2,290千円
〈(株)三久工業〉
事業所設置補助金　15,000千円
〈(有)泉電機工業〉
事業所設置補助金　5,403千円
〈優共運輸(株)〉
事業所設置補助金　5,385千円

財源内訳

歳出

年度実施内容

・県や地域金融機関等と連携して、企業立地にかかる本市の補助制度の情報発信を行う。
・市内の事業所訪問など積極的な情報収集を行う。
・奈良県企業立地セミナーへの参加や事業所からの企業誘致に向けた相談対応。
・企業立地に向けて相談継続中の案件について、実現に向けた関係所管との連絡調整を行う。
・既に本市への立地を終えている企業や、本年度中に立地を行う企業への補助金を適正に執行する。

◆事業の概要

（既存・維持）
部局名 市民環境部産業振興局

所属名 商工観光課

令和 4
No. 1

年度部局目標事業シート

事業名 企業立地推進事業



R 4

4

国県支出金

地方債

その他 1,300,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 3,643,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 2,343,000

期待できる効果
（展望）

・連携自治体と一体化した観光ルートによる、観光客の本市への誘客。
・広域での観光事業の展開による、観光客の取り込みと交流人口の増加。
・自治体同士の連携による、観光コンテンツの充実と観光発信力の向上。
・市独自の観光資源や観光イベントの集客力と情報発信力の強化による、観光客の取り込みと交流人口の増加。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

・委託料：会場設営委託料　450千円
　　　　　どんづる峯整備委託料　1,000千円
・工事費：名所案内看板設置工事　300千円
・負補交：二上山美化促進協議会負担金　300千円
　　　　　大和まほろば相撲連絡協議会負担金　500千円
　　　　　葛城地域観光協議会負担金　1,000千円
　　　　　奈良遺跡文化財保存活性化財団負担金　93千円

その他財源：ふるさと基金1,300千円を活用

1,300,000

◆事業の概要

年度実施内容

・二上山の自然環境を守り、育て、楽しんでもらうために、清掃活動等を通じて環境の保護と美化を促進する。
・大和まほろば相撲連絡協議会事業（相撲関連の新商品開発やエリア内の観光本を活用したＳＮＳ等による情報発信）の実施。
・葛城地域観光協議会事業（ドライブマップの制作や物産展、による葛城地域の情報発信）の実施。
・どんづる峯の既存遊歩道及びその周辺の景観維持作業や新規遊歩道等の整備。
・香芝ウォーク事業（スタンプラリーやお楽しみ抽選会の実施）による市内外からの誘客の増加。
・名所案内看板設置工事の実施。
・文化財観光ガイドアプリの活用による市内観光資源の情報発信強化。

事業名 観光力向上事業 （既存・維持）
部局名 市民環境部産業振興局

所属名 商工観光課

令和 4 年度部局目標事業シート
No. 2



R 4

4

国県支出金

地方債

その他

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 5,180,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 5,180,000

期待できる効果
（展望）

・市内での創業者の増加による、地域の活性化やまちの魅力の向上。
・市内での創業者の増加による税収増。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

・報償費：新規創業アドバイザー謝礼　480千円
　1回 30千円×4回×4人（支援対象者）＝480千円
・負補交：新規創業資金融資利子補給金　　1,100千円
　　　　　新規創業資金融資保証料補給金  　600千円
　　　　　新規創業促進補助金 　         3,000千円
　　　　　1,000千円×3人＝3,000千円

5,180,000

◆事業の概要

年度実施内容
・申請を受けた創業促進事業計画を審査し、収益性や持続性の高い事業を採択して創業促進補助金を交付する。
・創業促進アドバイザー派遣制度や創業資金融資利子(保証料)補給金制度により本市での創業者を支援する。
・商工会と連携し、商工会主催の創業塾を支援する。

事業名 新規創業促進事業 （既存・維持）
部局名 市民環境部産業振興局

所属名 商工観光課

令和 4 年度部局目標事業シート
No. 3



R 4

4

国県支出金

地方債

その他

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 1,960,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 1,960,000

期待できる効果
（展望）

国庫補助金補助（７，０００円/１頭）に加えて、香芝市有害鳥獣捕獲補助金交付要綱を新たに策定し、１頭当たりの従事補助（７，０
００円/１頭）の充実と捕獲が伴わない活動などにも協力者謝礼の支出により協議会活動と併せて支援体制を整え、被害地域の自
治会や農事実行組合と猟友会組織との連携で「個体数調整」「被害防除」「生息環境管理」などの活動を役割分担により継続的
に行え、農作物等の被害抑制に繋げる。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

・報酬費（協力謝礼）６９３千円
・旅費６千円
・需用費６５千円
・役務費（通信運搬費）２千円
・委託料（有害鳥類対策業務委託料）４１０千円
・使用料及び貸借料１４千円
・負担行為、補助及び交付金７７０千円

0

◆事業の概要

年度実施内容

・有害鳥獣捕獲事業を実施し、イノシシ１頭の捕獲に対し７，０００円の補助金の交付。
・許可者１人につき月額３，０００円（１１ヶ月）の活動協力者謝礼を支出。
・慢性化している農業被害の抑制や捕獲従事者等を支援し、香芝市有害鳥獣防止対策協議会事業でも国庫補助等を活用し（捕
獲檻や狩猟免許資格取得試験の経費等に対する補助）実施をしている。また、令和４年度より集団で農作物被害等を起こしている
カラスへの対策において「鷹匠」による試験的な忌避（被害抑制）事業を行う。

事業名 有害鳥獣被害防止事業 （既存・維持）
部局名 産業振興局

所属名 農林課

令和 4 年度部局目標事業シート
No. 4


